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神戸大学MBAのコンセプトと特色
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カリキュラムの基本設計
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履修の流れ（全体）

（詳細）

・いずれのコースも、修士論文の指導はM2の前
期に行います。

・1.5年コースで単位が足りなければ、2年後期に
授業料を納めて、履修することになります。

・2年履修コースを選択した場合、1.5年で単位習
得しても、M2後期の授業料は必要になります。

・在学可能期間は、1.5年履修コースで3年まで、
2年履修コースで4年までとなります。

・留学をする場合は、2年コースが適切です。
（授業料の相互乗り入れ利用のため）。

・博士課程後期の試験に合格した場合、1.5年履
修コースならば、入学金を納めて「再入学」す
ることになります。2年履修コースならば、入学
金は不要だが、後期の授業料を納めて、「進
学」することになります。

詳細は『学生便覧』参照
1.5年履修コースか2年履修コースのどち
らかを選択しなければなりません。原則
は1.5年履修コースを選択してください。 4



履修の流れ（1年次≪M１≫）
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履修の流れ（2年次≪M2≫）
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神戸大学MBA独自の教育方式
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「プロジェクト科目」



ケースプロジェクトとテーマプロジェクト

必修2単位の「ケースプロ
ジェクト研究」。M1の4月～
8月。

必修2単位の「テーマプロジェ
クト研究」。M1の8月～1月。
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修士論文プロジェクト

必修8単位の「現代経営学
演習」。期間はM1の9月
～M2の8月。いわゆる
MBAゼミナールのことで、
開講される5つのゼミいず
れかに配属。
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修了要件

必修科目（２+２+８単位）
・ケースプロジェクト研究（M1・４月～）

・テーマプロジェクト研究（M1・８月～）

・現代経営学演習（ゼミ）（M1・９月～M2前期→修士論文作成）

選択必修科目（２２単位以上）
・上記３科目以外の第８群科目（コア科目＋専門科目）

・２単位までは、指導教員の許可があれば、第８群科目以外の研究科の授業科目を上記２２単位の中に含めること
ができます。

・２単位までは、指導教員及び授業担当教員の許可があれば、本学の他研究科の授業科目を上記２２単位の中に含
めることができます。

・指導教員及び授業担当教員の許可があれば、京都大学経営管理大学院の授業科目を履修し、上記２２単位に含め
ることができます。

＊『神戸大学大学院経営学研究科・経営学部学生便覧』と『履修要項』が正式
なルールブックです。常にこちらで情報を確認してください。
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学生便覧と履修要綱

特に「修了要
件」が重要で
す。

●学生便覧…入
学時に配布する
公式ルールブッ
ク。入学年度ご
とに異なる。

●履修要綱…
履修登録の要
領、開講科目
など。こちら
も入学年度ご
とに異なる。

必ず読むのが「開講
科目一覧」のうち、
第8群（MBA向けの
科目）です。

現在は、印刷冊子での配布はな
くなり、全てウェブでの公開と
なっています。
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修了要件（『学生便覧』での表記）

①必修…2単位
＋2単位＋8単位
＝12単位

『学生便覧』

②選択必修…コア科目と
専門科目で22単位以上

③計34単位以上で修了

※ 第8群以外、他研究科、他
大学院の科目を履修したい場合
については『学生便覧』参照 12



時間割表

時間帯が異な
ることに注意授業時間は火・金

曜日の夜間か土曜
日。1年次を
「M1」、2年次を
「M2」と呼称

開催場所・方法は、
六甲台キャンパスか
オンライン（同じ科
目でも場所・方法が
変わる場合あり）

●火・金曜日

5時限：18:20-19:50

6時限：20:00-21:30

●土曜日

1時限：8:50-10:20

2時限：10:40-12:10

3時限：13:20-14:50

4時限：15:10-16:40

5時限：17:00-18:30

6時限：18:50-20:20
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コロナ対応

 土曜日の授業は、すべて六甲台キャンパスの教室における対面での実施（現代経営学演習（
ゼミ）を含む）。

 平日（火・金）夜の授業は、すべてオンラインでの実施。

 対面授業について、やむを得ず通学できない学生への特別な配慮（例外的措置）として、オ
ンデマンド（録画配信）、もしくはハイブリッド（同時中継）との併用を実施。
 特別な配慮対象者の例

 医療機関の勤務者で私的な活動が制限されている

 遠隔地への移動自粛が職場から要請されている

＊該当する学生は、希望する科目の担当教員に直接相談し、指示を受けてください。

＊技術的な限界、また科目の性質に応じて、具体的な運営は異なります。詳細については、科目担当者の指示に
従ってください。

 新型コロナウイルスの感染状況が悪化した場合、土曜日の授業もオンラインだけの授業形態
に切り替わる可能性があることをご諒解ください。

14



ウェブサイトとうりぼーネット

●神戸大学MBAのウェブサイト

●うりぼーネット（教務情報システム）

各自のIDとパス
ワードでログイン

履修登録、成績の照会、休
講・補講の照会、通常シラバ
スの参照、アンケートに回答、
学生ポートフォリオの確認

「時間割表」や各科目の「詳細シラ
バス」（通常シラバスとは別途掲
載）を入手
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神戸大学学修管理システム（BEEF）

●神戸大学LMS-BEEF 「ビーフにのせておく」など
と表現される。ウェブを活用
した学習支援システム

ある科目の例…講義資料
のPDFファイル、演習用
のExcelシート、ビデオ映
像、レポート課題の通知
等をダウンロード

各自のIDとパスワードで
ログイン（例年、4月中
旬あたりから使用）
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成績評価と表彰制度

●成績評価

・各科目の成績評価は、「秀」
「優」「良」「可」「不可」の5
段階（「不可」は不合格で単位
取得できず）

●コア科目の成績評価

・コア科目はレポート60%、期
末試験40%で成績評価

・コア科目は上位最大5%が
「秀」、次の最大15%が「優」

●優秀MBA

・すべてのコア科目で「秀」か
「優」を取得した学生は「優秀
MBA」として表彰

●三冠王

・2種類のプロジェクト研究で3
位以内に入賞し、かつ、修士論
文がゼミ内で上位2位の学生は
「三冠王」として表彰
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レポート・論文作成時における剽窃防止
「レポート・論文作成時における剽窃防止ガイドライン」
 学位論文や定期試験の代替レポートにおいて剽窃が発覚すると、懲戒処分、学位取消、単位無効など
重い処分が下されます。本ガイドラインを通じて、剽窃が許されない不正行為であることを再認識し
、その防止に努めてください。

 神戸大学付属図書館セルフラーニング
「レポートってどう書くの？」

https://lib.kobe-u.ac.jp/media/sites/3/img-writingseminar-201701.pdf

参考文献の見方・書き方

https://lib.kobe-u.ac.jp/files/gakunai/KULiP/img-kulip-guidance-ref.pdf

※大学で学術研究を行う者には、剽窃予防も含めて広く研究倫理が求められます。神戸大学は
「神戸大学の学術研究に係る行動規範」を規定していますので、参考にしてください。

「神戸大学の学術研究に係る行動規範」
https://www.kobe-u.ac.jp/research/system/academic-norms/norms.html
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●受付期間：前期分は、4月1日（金）9時～4月22日（金）17時厳守

Ｗｅｂ(うりぼーネット)で履修登録後、「履修科目一覧表
（1Q+2Q）」をPDFでダウンロードし、４月３０日（土）１７：０
０までに教務グループにメールで必ず提出してください。

詳細は『履修要綱』参照

・必修科目とコア科目は教務グループで履修登録済み

・専門科目は各自で履修登録

・専門科目は期間内に履修取消が可能

・提出期限は厳守

・重要事項は教務グループからメール連絡。しかし、常にウェブサ
イト掲載情報および第3学舎1階の掲示板を確認してください。

科目の履修登録
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学習の環境

●経営学研究科の教務グルー
プ（本館1階）…不明な点の
確認

●社会科学系図書館（土曜、
日曜とも開館）

●経済経営研究所の図書館・
資料室（平日のみ開館）

●アカデミア館の生協・食堂
（土曜昼は原則営業、盆や正
月期は要確認）

●自習室（アカデミア館406
号室）

●ネットワーク環境（WiFiの
利用が可能）

アカデミア館

本館

正門

第3学舎

社会科学
系図書館
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継続的な教育機会

●社会人PhDコースの設置

…働きながら博士号を取得

●現代経営学研究所（RIAM）へ
の加入
…ワークショップ、シンポジウム
の開催、機関誌（Business
Insight）の発行

●神戸大学経済経営学会への加入

…『国民経済雑誌』の発行

●MBAカフェ

…神戸大学MBAの公式同窓会
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神戸大学MBAでの学びを成功させるために

同期の仲間、ゼミの仲間と助け合って、大きな成果を上げてく
ださい。

コア科目、専門科目、プロジェクト科目での学びの連携に留意
してください。

時間の制約を言いわけにしないようにしましょう。制約のなか
でハードなプロジェクトをクリアしていくことに、価値があり
ます。

家族や上司や同僚の理解が大切です。感謝を忘れず、学びに邁
進しましょう。
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MEMO

楽しく真面目に学ぶ 23


